
シンパシーからエンパシーへ 
一月も終わりに近づき、寒さの中にも一年の締

めくくりを意識する季節となりました。三学期は、

それぞれの生徒がこの一年を振り返り、次の学年

や新たな進路へと歩み出す準備を進める大切な時

期です。  

三年生の進路については、すでに受験を終えて

進路が決まった生徒もいれば、これから本格的に

受験を迎える生徒もいます。同じ学年であっても、

置かれている状況や心の状態は一人一人異なりま

す。だからこそ今、学校全体で大切にしたいこと

は、相手の立場に立って思いを想像する姿勢です。

「大変そうだな」と感じる気持ち（シンパシー）

から一歩進み、「もし自分だったらどう感じるだろ

う」と考える共感（エンパシー）が、互いを尊重

する言動につながっていきます。  

進路が決まった三年生には次の目標に向けて気

持ちを整える時間を、これから受験に臨む生徒に

は集中して過ごせる落ち着いた環境を大切にして

ほしいと願っています。また、緊張や不安を抱え

ながらも目標に向かって努力を重ね、周囲への気

配りを忘れず学校生活を送る三年生の姿は、一・

二年生にとって身近で大きな学びの存在です。先

輩の姿を通して、「次は自分たちの番だ」という自

覚と、日々の学びを大切にする気持ちを育てなが

ら、自らの成長につなげる三学期にしてほしいと

願っています。  

残り二か月、思いやりと温かさを大切にしなが

ら、一人一人が自分らしく前に進める時間にして

くれることを期待しています。  

ぶどう祭展示を終えて 

担当 宮本史子 

展示場所が限られている中で、１年間の学習の

成果を発表しました。１年生にとっては初めての

経験でしたが、多くの個性的な作品があり、３年

生も大変感心していました。また、２年生は１年

生の時よりレベルアップした内容になっている作

品も見られ、来年度が楽しみです。３年生は修学

旅行での作品と久しぶりに対面し、当時を懐かし

むことができていました。PTA や城南特別支援学

校の作品も展示でき、

地域の方との交流の

機会にもなりました。

来年度も多くの作品

を心待ちにして頂け

るよう、日々指導して

まいります。  

国際交流発表会を終えて 

担当 海野礼子 

第 1 学年では、1 月 23 日（金）5、6 校時に、

『国際理解発表会』を実施しました。  

昨年 10 月より、『総合的な学習の時間』の学習

の一環として、国際理解学習を行いました。自分

の興味のあることに関連する国や地域について調

べ、もしそこに行くことができたら、どんなこと

を紹介したり経験したいかをまとめ、発表しまし

た。生徒全員がクラスでの発表と、学年を横断し

て無作為に組んだグループでの発表を行い、その

中で特に生徒からの評価の高かった生徒が代表と

して選ばれ、学年全員の前で発表を行うことにな

りました。生徒達は自分の知らなかった国や文化

などへの興味関心を高めており、発表を聴きなが

ら熱心にメモをとっている姿もみられました。今

回の学習で得た経験や学びを、ぜひこれからの学

校生活や学習活動につなげて活かしていくことを

期待しています。 

図書館を使った調べる学習コンクール 
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教育目標 

健康で思いやりがあり、実行力のある生徒を育成する  

目指す生徒像 

≪自ら考え行動できる生徒≫ 

目指す学校像 

≪生徒が主体的に活動し、 

一人一人が活躍できる学校≫ 


